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（または，Abstract）

降雨に伴う流出発生過程を考えるうえで，山岳域における水循環系を理解することは重要である．近年では・・・・
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1. はじめに

山岳域は，その高い水ポテンシャルから「water tower」と称され，人間活動が盛んな下流域へ水資源を供給する主要水涵養域として認識されている（Viviroli et al., 2020）．一般的に・・・・
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